
〈
一
　
般
〉▽
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
ク
ラ

フ
ト
全
８
巻
、
百
の
知
恵
双
者
全
20

巻
（
農
文
協
）
▽
公
文
用
字
用
語
の

要
点
、
注
釈
公
用
分
用
字
用
語
事
典

（
新
日
本
法
規
出
版
）▽
縄
文
の
森
へ

よ
う
こ
そ（
榛
谷
泰
明
）▽
裁
判
長
！

お
も
い
っ
き
り
な
や
ん
で
い
い
っ
す

か
（
北
尾
ト
ロ
）
▽
決
定
版
は
じ
め

て
の
料
理
（
主
婦
の
友
社
）▽
エ
ブ
リ

デ
イ
！
パ
ス
タ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ（
行
正
り
香
）

〈
児
童
書
〉
▽
写
真
絵
本
　
僕
の
庭
に

き
た
虫
た
ち
　
全
５
巻
（
佐
藤
信
治
）

▽
雑
草
の
く
ら
し
　
空
き
地
の
五
年

間
（
甲
斐
伸
枝
）
▽
絵
本
本
当
に
あ

っ
た
動
物
の
お
話
　
全
８
巻

〈
一
　
般
〉▽
許
さ
れ
ざ
る
者
〈
上
・

下
〉（
辻
原
登
）▽
大
き
な
約
束
〈
１
・

２
〉（
椎
名
誠
）
▽
侘
助
ノ
白
（
佐
伯

泰
英
）▽
廃
墟
に
乞
う（
佐
々
木
譲
）▽

蜂
蜜
色
の
瞳
（
山
村
由
佳
）
▽
骸
骨

ビ
ル
の
庭
〈
上
・
下
〉（
宮
本
輝
）▽
ね

じ
ま
き
鳥
ク
ル
ニ
ク
ル
〈
２
・
３
〉（
村

上
春
樹
）▽
運
命
の
人
（
山
崎
豊
子
）

▽
最
も
遠
い
銀
河〈
上
・
下
〉（
白
川
道
）

▽
目
線
（
天
野
節
子
）
▽
一
茶
（
藤

沢
周
平
）

〈
児
童
書
〉▽
ソ
メ
コ
と
オ
ニ
、
ひ
ば

り
の
矢
（
齊
藤
隆
介
）
▽
ピ
ー
タ
ー

流
生
き
方
す
す
め
（
ピ
ー
タ
ー
・
フ

ラ
ン
ク
ル
）
▽
大
き
な
手
　
大
き
な

愛
（
川
嶋
康
夫
）

　
　
節
25
 
相
当
の
だ
し
汁
を
飲
み

　
　
続
け
た
人
は
、
飲
ま
な
か
っ
た

人
に
比
べ
、
３
週
目
に
は
目
の
疲
れ

や
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が
改
善
し
、

精
神
的
な
疲
労
も
軽
減
さ
せ
る
ほ
か
、

肌
の
水
分
量
を
保
ち
透
明
感
が
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
鰹
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
や
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
の
成
分
が

複
合
的
に
働
く
こ
と
に
よ
り
、
血
液

の
流
動
性
が
高
ま
っ
て
血
行
が
良
く

な
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
汁
物
は
塩
分
が
気
に
な
る

と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
献
立
に
汁

物
を
加
え
る
と
、
塩
分
が
多
く
な
る

わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ダ
シ
の

う
ま
み
を
生
か
す
こ
と
で
、
塩
分
を

減
ら
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
判
断
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
や
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
守
る
制
度
と

し
て
、
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
判
断
能

力
が
低
下
し
て
き
た
場
合
の
支
援
制

度
で
、
法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
後
見
制
度
は
「
補
助
」
「
保

佐
」
「
後
見
」
に
分
け
ら
れ
、
判
断

能
力
の
程
度
に
応
じ
た
保
護
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
「
保
佐
」
「
後
見
」
は
、

万
が
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
任
意
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が

低
下
し
て
き
た
と
き
に
備
え
て
、
自

分
に
代
わ
っ
て
財
産
管
理
な
ど
し
て

く
れ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
選
任
し
て

お
く
制
度
で
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
９
月
の
休
館
日

10
日
・
17
日
・
24
日
・
10
月
１
日
・
８
日

祝
日
・
21
日
・
22
日
・
23
日
・
10
月
12
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

鰹
だ
し
で
回
復

成
年
後
見
制
度

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

財政健全化計画(案)
住民説明会開く

　財政健全化計画(案)を策定した町が、８月
３日から３日間本町地区、洞爺地区、洞爺湖
温泉地区の各地区で住民説明会を開きました。
　洞爺湖町は、平成20年度決算における実質
公債比率が基準の25％を超え、「早期健全化
団体」になることが確実となったことから、
財政健全化計画(案)（平成21～27年度）をま
とめました。
　計画案では、人件費の削減、町税や使用料
の改定など歳入歳出全般を見直し、行政と住
民との協働の下、平成25年度の決算で、25％
の基準を下回ることを目指し、基金運用によ
らない持続可能な財政運営を進めていくこ
とにしています。
　本町地区の説明会では、約50人が出席し、
長崎町長らから説明を受け質疑に入りました。
　町民からは「職員の給与削減は可能なのか」
「公債費の償還が来年度ピークであればもっ
と早く計画を立てるべきではなかったか」な
ど活発な意見が交されました。
※財政健全化計画については、シリーズ行財
政改革でも取り組み状況をお知らせしてい
ます。

活発な意見が交わされた住民説明会活発な意見が交わされた住民説明会


